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一一送電線増強工事に関わる緊急発掘調査報告書―一

松本市横田・岡田遺跡

1981・ 3

中部電力株式会社長野支店

松 本 市 教 育 委 員 会



例   言

1.本書は昭和55年 9月 23日 より56年 1月 26日 にわたって行われた、松本市横田。岡田間の

5地′点の緊急発掘調査報告書である。

2.本調査は松本市教育委員会が中部電力株式会社長野支店より委託を受けたが、都合によ

り中島豊晴を団長 とする調査団が再委託を受けて、調査 したものである。

3.本書の執筆はⅣを倉科明正が、他は神沢昌二郎が担当し、神沢が編集 した。

4。 本書の作成にあたっては平林 彰、直井雅尚ほかの助力をえた。

5。 資料報告に当たっては角田文夫氏の協力をえた。

6。 出土遺物 。図書類は松本市教育委員会が保管 している。
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1 調査に至る経過

中部電力長野支店大久保芳郎氏より昭和54年

4月 20日 に横田以北の、送電線鉄塔立替個所の

埋蔵文化財の保護について相談をうけ、現地調

査の結果 3ケ所について確認調査を行うことと

した。市教委では他に発掘調査を抱えており、

調査ができないため日本考古学協会員の中島豊

晴氏に調査会の結成を依頼し、再委託をして10

月 7日 に委託契約を結んだ。

H 調査団及び協力者

団 長 中島豊晴

調査員 西沢寿晃 三村 肇 横田作重

倉科明正 浅輪俊行 山越正義

神沢昌二郎

県ケ丘高校風土研究会

岡田公民館

Ⅲ 調査日誌

9。 23(日 )曇 三村、西沢、横田、神沢

らにより横田東裏260番 地のブ ドー畑内

の鉄塔建設予定地に 2× 2mの グリット

を 2ケ あける。午後は横田 5丁 目266番地

の鉄塔ではす ぐ南の地′点の発掘にかかっ

たが、この地はゴミ捨て場になってお り、

1グ リットをあけたが何ら遺物はなかっ

た。

24(月 )晴  中島、西沢、三村、横田、神

沢らにより、岡田町字一ツ家 507-1番 地

の岡田西裏遺跡の調査にかか る。鉄塔

建設予定地は桑畑であり、まず桑の抜根

よりはじめる。作業は人手がないため調

査員が行い、重労働に全身汗まみれとな

る。

29(土)晴 桑抜根作業継続。僅かではあ

るが土師器・須恵器が検出される。

6(土)曇 夕方近 く小雨。鉄塔建設地に

8× 8m内 に 2× 2mの グリット16イ固所

を設けて掘 る。県ケ丘高校風土研究会会

員の応援を得る。東北隅に落ち込みあり。

住居址かと思われる。

8(月 )曇 中島らにより住居址掘 り込み。

10(水 )晴 住居址平板測量。高校生らの

手助けをうけ、一部掘 り不足部分 も掘る。

11(木)晴 住居址測量。周辺遺跡を調査。

本遺跡の北佃l畑 にも土師器・須恵器片が

表面採集される。

12(金)晴 周辺遺跡調査。松岡下 り角田

文夫氏裏畑より土師器が多量に出土 して

いる。

18(土)曇 横田東裏埋めもどし。

1.18(金)曇 水汲橋東、女鳥羽川左岸

仮鉄塔下調査。女鳥羽川の砂礫層で遺物

包含層はない。

26(土)晴  岡田地区仮鉄塔、農協南東お

よび発掘地′点北の仮鉄塔をみる。前者に

は遺物はな く、後者には須恵器片を検出

する。
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第 1図 発掘位置図  (1:15,000)
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Ⅳ 遺跡周辺の歴史的環境

本遺跡のある松本市岡田地区は松本市の北部

に位置 し、平坦部はその東に相接する本郷地区

と共に女鳥羽川の扇状地帯を形成 している。ま

た西部一帯は城山丘陵続きの低い山陵地帯であ

る。

岡田地区最古の歴史はこの丘陵地帯から始ま

っている。岡田地区の西北部に続 く島内地区下

平瀬山田の稲千場から後期旧石器時代に属する

ポイン ト (石槍)が発見されている。岡田地区

においては、岡田神社の北に続 く段丘上から有

舌ポイン ト (投槍の先)が出土 し、これとほぼ

同時代のものが下岡田塩倉池付近から採集され

ている。

この丘陵続きの蟻ケ崎放光寺南方の畑地及峯

の平、城山腰、白金などからの発見がある。将

来この城山丘陵からこの外の発見の可能性が強

い。

この時代に続 く縄文早期の遺物 としては、松

岡に接する白金地籍から、撚糸文土器が発見さ

れているほか確認はなく、これに続 く前期の繊

維土器 。下島式 。下島直後形式の土器やこれに

伴 うものと見られる石鏃 。打製石斧・石皿 。凹

石などが同所から発見されているほか岡田地籍

内での発見は今のところはないのである。

中期になると塩倉の貯水池西側 (西塩倉)か

らは、この期の初頭形式土器が出土 し、中葉の

勝坂式の土器は田溝池南の中窪からと、塩倉の

貯水池南側、神沢峰の平などから発見されてい

る。これに続 く加曽利 E式土器は田溝池南から

土偶胴部・土偶・磨製石斧 。打製石斧 。打製石

包丁 。石皿・凹石・石鏃・石匙などと共に多量

に発見されている。また塩倉貯水池西llllか らと

東側 とからも発見を見る。また神沢峰の平から、

石鏃 。打製石斧 。半磨製石斧 。凹石などが出土

している。

平地では松岡のさが り西側で加 曽利 E式土

器・打製石斧 。凹石が出土 しているほか、中期

土器に伴出する打製石斧が上の段から出土 し、

塩倉銭塚から石鏃・打製石斧 。磨製石斧が、ま

た塩倉峰から円形四孔土盤・滑車製石環が出土

しているほか、岡田町向山地籍から打製石斧、

石鏃の発見があり、伊深矢作からは磨製石斧、

同西小路から打製石斧 。石鏃の出土を伝えてい

るが伴出土器の見つからないところから年代の

決定は出来得ない。

後期になると遺跡 。遺物の発見は急に減少を

見せ、わずかに塩倉貯水池西恨」から堀之内式土

器が発見されているのに過 ぎないのである。

晩期の発見遺跡 。遺物は今のところなく、弥

生式時代に入っても遺物の発見例は極めて少な

く、わずかに岡田町向山の段丘上西光寺畑 (旧

称西光寺江戸時代の大願寺の旧跡)よ り磨製石

鏃が発見されているのに過 ぎないのである。

古墳時代に入ると和泉式の土師器を出す松岡

山伏塚、さが りの遺跡があり、また古式古墳に

伴って発見される柳葉形の銅鏃が田溝池南から

ガラス玉一個を伴 って発見されているが、この

柳葉形の銅鏃 1点が、同形の鉄鏃を伴って発見

された弘法山古墳などから、これよりあまり時

代の下 らない五世紀初頭の もの と推定 される

(同形式ではあるが錫の含有量が多いところか

ら時代が若千下る)。 これは本郷地区浅間温泉雨

堤東の山麓から発見されている形式不明の銅鏃

と共に大に研究されるべ き青銅製の遺物である。
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土師器・須恵器も後期になると急にその遺跡

や遺物の数 を増 している。

松岡のどうこん原・土田 。さが り、下岡田の

次郎丸 。中田・堀之内・塩倉 。猫塚など、岡田

町の西裏では岡田神社参道 より北100m付近 よ

り南北約300mに 亘って濃淡はあるが発見され

ている (地下25cm～ 35cmに 包含層がある)。

岡田町の北部では中島・蓮台 。道間地籍に亘

って遺物の散布がある。これに伴って地続 きの

伊深の一里塚の一部にも分布が広がっている。

伊深の矢作及び慶弘寺址などから若干の出土

がある。

この須恵器を焼いた窯址は、田溝の一丈ケ峰

下 。中ノ沢などに20数基が一部発掘調査 と確認

調査によって知 られている。これは岡田田溝池

古窯址群 と称すべ きもので、ここで焼かれた須

恵器は広 く松本地方に分布されたものと推定さ

れる。

古墳は今のところ伊深には 1基の確認もなく、

岡田町の中島古墳 (直 径約20m)。 高根塚古墳

(大正15年発掘 )、 その外未確認ながら一基、下

岡田の猫塚古墳、矢崎の古墳群 (6基 )。 塚倉の

塚山に古墳群 (3基 )、 松岡の反目地籍には既掘

未掘合わせて 6基の古墳 (松岡古墳群)がある。

以上合わせて19基 が確認され、この外塚田など

かつて古墳があったことを示す地名まで加える

と少なくとも20基以上古墳があったものと考え

られる。

この外浅間山 (俗称芥子坊主)の土塚は古墳

である可能性が強い。特に東麓の田溝池南岸よ

り古式柳葉形の青銅鏃の発見があるところから

と松本市を一望のもとにおさめることの出来る

位置にあって古式古墳ではないかとも考えられ

る。

灰釉の陶器は、伊深の慶彊、寺JL・ 矢作、岡田

町の道間 。中島 。西裏、下岡田の中田 。堀の内、

松岡のさが り。どうこん原などからである。こ

の外 どうこん原からは緑釉 も出土 しているので

ある。

以上が岡田地区内における遺跡 と遺物の概要

である。

註  岡田地区は現在大字岡田伊深。岡田町・岡田

下岡田・岡田松岡の4つ に分かれており、本遺跡は岡田

町地籍内に属している。

周辺遺跡名 (第 2図 )

1 西小路 35 反 目

2 矢作 19 JJIII之 内 36 さが り

3 慶引、寺」L 20 ■fノ 後 37  11_1ル k影ベ

4 -Jl塚 21  ウ(山奇 38 Jiノ 丁支

5 安Ji 22 清水 人 39 どうこん原

6 首

一
23 御 [iI力 |セ 40  二li[日

7
ヨ
一・ｉ‐′ 24 田溝南 41 田溝窯

8 蓮 台 25 田/1t西 42  ‖可

9 高根 26 塩倉池 43 宮之上

10 大願寺」L 27 塚 LIJ 44 水汲古墳群

1l  FlllリホF′と」:i 28 塩倉峯 柴 田

12 西裏 29 貯水池南 柳 田

30  1H:ガくムL,こ 47 大 lllll原

14 西光寺畑| 31 峰の平 48  元 ljI

15 宮北 32 西塩倉 49 白金町

16  ~Fと ‖|こ l 33 田滞
「

}1ノ 〃ヽ 50 キツネ塚

17 猫塚 34 田溝入 51 山田古窯ll群
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第 2図 周辺遺跡
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参考文献

1.『信濃浅間古墳』―昭和41年 一本郷村刊

2.「浅間付近における弥生・土師・須恵器遺跡とその

遺物」―昭和41年 一本郷村刊

3.『東筑摩郡。松本市・塩尻市誌』第二巻上―東筑摩

郡 。松本市・塩尻市郷土資料編纂会刊

4.『東筑摩郡。松本市・塩尻市誌』別編地名―昭和51

年一東筑摩郡 。松本市・塩尻市郷土資料編纂会刊

5。 第二次『信濃』昭和十七年七月号「田溝池出土の

銅鏃」―信濃史学会刊

V 遺構と遺物

(1)遺構

調査地′点は5ヶ 所あり、南より①～⑤である

が、そのうち実際に発掘調査した地′点は①横田

5丁 目、②横田東裏、③岡田町一ツ家 (岡 田西

裏)の 3ヶ 所であるが、遺構の検出されたのは

⑤の岡田西裏のみであった。

①第1地′点 横田5丁 目

鉄塔下部のレベルは水田より40cmあ まり高 く、

埋土やゴミ捨て跡で、遺構 。遺物等はなかった。

②第2地′点 横田東裏

葡萄園内で1.1× 1.2mの試掘坑を 2ヶ 所あけ

た。地層は耕作± 10cm、 褐色±20cm、 径20cm内

外の礫を含む黒褐色±30cm、 砂質の増す土層が

20cmと 続き、更に小礫の混 じる砂質の茶褐色の

層が続 く。遺物は表而採集の須恵器片があり、

-40cmで縄文中期土器片が 3´仁あったのみで遺

構はない。

③第3地′点 水汲橋東南

工事掘削時の所見では耕作土が80cmと 深 く、

その下に中位の礫を含む黒褐色土が20cm、 砂質

の褐色土が30cmの 層をなし、以下大礫を饉かに

含む砂質性の強い黄褐色土が続 く。 ittl・ lVi。 遺物

はない。

④第4地′点 本午坂

工事掘削時の所見では耕作土が30cm、 礫の混

じる褐色土が30cm、 微砂の混 じる粘性の強い黄

褐色土が110cmと 層をなし、その下は大礫を含む

黄褐色土層が続 く。遺構はなく、遺物は須恵器

片が 1片 採集されたのみである。

⑤第5地′点 岡田一ツ家 (岡 田西裏)

第 1号住居llLは 8× 8mの範囲で設定 した調

査地の北東隅に検出され、調査地を一部拡張 し

て完掘 した。南北3.7、 東西3.2mの 長方形プラ

ンをもつ竪穴住居址である。南辺の一部に張 り

出しがあり、西12の南隅一帯は攪乱により破壊

されている。側壁はやや傾斜をもって掘 り込ま

れてお り、壁高は20～ 30cmを 測る。床面は幾分

凹凸があるが堅 く良好なものであった。ピット

の検出はない6炉 またはカマ ドに該当する施設

は見当たらないが、床上の各所に焼土が分布 し

てお り、特に中央部から西壁際まで続 く焼土は

範囲が広 く、西壁の中央部にカマ ドが設けられ

ていた可能性がある。北西隅の床上に径20cmと

最大50cm位の人為的に置かれたと思われる礫が

3ヶ まとまっていたが、 イ可に用いらオしたものか

はわからなかった。
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第 3図 調査範囲図及び第 1号住居址実測図
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第 7図 下り遺跡出土土器13)

υ)遺物

①岡田西裏第1号住居址出土土器 (第 4図 )

第 1号住居址の検出面 。覆土上層及び下層・

床面から出土 したものである。図示 したものは

須恵器17N(1～ 4・ 14)。 蓋 (5・ 6・ 12)。 壺

(7・ 15)、 土 師 器 甕 (8・ 9。 11)。 小 形 甕

(10)、 緑釉陶器 (13)の 15点 、ただし12～ 15は

覆土上層からの出土であり、たぶん本JL埋没と

それ以後の混入品 と想、われるので、従 って 1

～11ま でで見ると8C終わ りから9C前半の時

期が本址の時期 と考えられる。

②松岡下り (角 田文夫氏宅)出土土器 (第

5図 ～第 8図 )

下 り遺跡からは多量の遺物が検出されてお り、

かなりの遺構の存在が推定されるので周辺遺跡

として紹介する。第 5図 はカマ ド出土のもので

9C後半か ら10C前半に位置する土師器で、

不・甕が多い。第 6。 7図 は下 り遺跡全域出土

のもので、二重回縁の壺や増 。高不などがあり、

5C後半に位置付けられる。第 9図 の 8ま でも

下 り遺跡全域出土のものであるが、9C後半か

ら10C前 半に位置するものである。

―-11-一
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③田溝池西遺跡 (第 9図 9～ 13)

田溝池西遺跡の北側で採集 された もので、

9 。10は 10C前半、 11以降は 8C後半から9C

前半に位置付けられる壺類である。

19

第 8図 下り遺跡出土土器(4)

＼  | /
11

14

ヽ=¬‐・=/
18

0 l()cnr
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12

第 9図 下 り遺跡・田溝池西遺跡出土土器
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出土土器観察表

遺物番号

図番号

種 別

,撃  籠rl

口径

底径

暑
=F講

外面色調

内面色調

胎土色調

残 存 度 成 形 ・ 調 整 の 特 徴 1蒲 考

1 須 恵

11く

108 灰色

灰色

灰色

口 縁 部

∫

月同音

`―

卜位

ロクロ成形 内外 lllナ デ 西裏 1‖i出 J

2 須 恵

lfN

茶褐色

茶褐色

茶褐色

底

ロクロ成形 l_A部ヘラケズリ

内面ナデ

lll要 11:出 Ji

3 須 恵

ナ
1く

茶灰色

茶灰色

茶灰色

胴部中位

∫

l_A

ロクロ成形 内外面ナデ 西裏 1信i出 Ji

4

有台ナ不

66

灰白色

灰白色

灰白色

底

ロクロ成形 台部ナデ

内面ナデ

底部 回転 ヘ ラ ケ ズ リ

西裏 1住 出土

5

4

須 恵

蓋

164

茶灰色

茶灰色

茶灰色

天丼部中位

∫

端

ロクロ成形 外而天丼部ヘラケズリ

端部ナデ

内面ナデ

西裏 l li・ 出土

貼付
‐
け台

6

4

須 恵

蓋

190

暗灰色

灰 色

灰白色

天丼部周縁

`

端

ロクロ成形 外面端部および内面ナデ 西裏 1色1出 土

7

4

須 恵 22.6 暗灰色

茶灰色

灰白色

口 縁 部

ロクロ成形 外面ナデ lJll裏 1住出土

∫:1部 内i漁 |に 1然 flll

8

4

二L  R市

裂

赤褐色

赤褐色

赤褐色

底

胴下位外而 タテハケメ

底音

`ヘ

ラケズリ

底内面ヘラケズリ

lltltt l ll出 Ji

9 Jl  l市

褻

暗褐色

赤褐色

赤褐色

底

l_t部ヘラケズ ||

胴下位内llliナ ナメナデ

西裏 l11出 |

土

小形甕

13 6 暗褐色

赤褐色

茶褐色

口 縁 部

|

月同音卜
~Ff立

輪積み 外面□縁～頸部 ヨコナデ

胴部 タテナデ

内面ユビヨコナデ

i狐 り1 l tiiた I」 Jl

土 魔市

妻

20.2 茶褐色

茶褐色

茶褐色

口 縁 部

S

胴部 下 位

輪積み 外面胴部タテハケメ

内面胴_L部 ヨコハケメ

西裏 1付i出 J

4

須 恵

蓋

184

暗灰色

灰色

灰白色

天丼部周縁

S

端

ロ クロ成 形  外面 ナ デ ljLl共 111覆土出土

天り1■ 6タト周に El tt Flh

4

緑 釉

有台lfN

濃緑色

淡緑色

暗灰色

底

ロクロ成形

llt部 糸切り

llLl裏 101覆 土出J

貼付
‐
け台

須 恵

有台ナ不

100

暗褐色

茶褐色

茶褐色

底

ロクロ成形

底部回I17:ヘ ラケズリ

西裏 l li・ 覆Ji出 Ji

lllll付 け台、底内面付着物あり

焼成不良にて一見土師質

―-14-―



遺物番号

区l番号

権fI  方1

オふ  llt

口径

底径

器高

外面色調

内面色調

胎土色調

残 存 度 成 形 ・ 調 整 の 特 徴 備 考

須  恵 182 H音 灰色

暗灰色

茶褐色

口 縁 部

ロクロ成形外而ナデ 西裏 1住覆土出J

1 二L  自市

夕1(

14 8 赤褐色

黒色

褐色

口 縁 部

S

Ilpl部 下位

外面 ヨコナデ 下 リカマ ド址 出土

2 土  師

11く

12 4 赤褐色

黒色

褐色

口 縁 部

∫

胴部下位

外面 ヨコナデ 下 リカマ ド址 出土

3

う

Jl  自ili

ナ
]く

136 赤褐色

黒色

茶褐色

口 縁 部

S

月1暗

`可

位ヾ

外面 ヨコナデ
~ド

リカ‐7ド 1止 は1[L

5

Jl 師

ナ](

13 4 赤褐色

黒色

褐色

にl 糸蒙音ト

S

胴部下位

外lliヨ コナデ 下 リカマ ド」1出 二L

5

b

L 師

ナ1く

13 2 赤褐色

黒色

褐色

l二l ふ殊 音|`

|

Hlll部 下 位

外而 ヨコナ デ 下 リカマ ドll出土

6

5

二L  ttll

l不

150 赤褐色

黒色

茶褐色

|コ  糸荻 音6

S

1111部 中位

外面 ヨコナ デ 下 リカマ ド士止出土

7

5

二li

ナ
]く

H4 赤褐色

黒色

口 縁 部

|

月同音

`可

1ヾ立

外面 ヨコナデ 下 リカマ ド颯L出 土

8 I 128 赤褐色

黒色

口 縁 部

S

‖|・l音 6可 tヾi

外面 ヨコナデ 下 リカマ ドJL出 土

9 Ji 師

l fN

150 赤褐色

黒色

に1 糸及 音b

S

I・l部下位

外面 ヨコナデ 下 リカマ ド址 [11 lL

土 師

1不

赤褐色

黒色 底

外面 ヨコナデ

内 llli‖ 音文

底部ヘ ラケズリ

11 土 師

ナ
1く

赤褐色

黒色

茶掲色

底

外面ヨコナデ

底部糸切り

リカマ ド址出土

5

土 師

イ「子〕夕不

67 赤褐色

黒色

茶褐色

底

外面 ヨコナデ

台部ナデ

底部糸切り

~ド

リカマ ド111111土

貼 付

‐

け 台

二L  nili

小形製

132 茶褐色

褐色

茶褐色

|二1 糸及 音|;

S

胴部_L位

外面口縁 ヨコナデ胴ヘラナデ

内面口縁 ヨコハケメ胴ユビナデ

下 リカマ ドiL出 Ji
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遺物番号

図番号

種 別

器 種

口径

底径

器高

外面色調

内面色調

胎土色調

残 存 度 成 形 ・ 調 整 の 特 徴 1南 考

5

土 師

小形褻

146 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

外面口縁～胴ヨコナデ

内面口縁～頸ヨコハケメ

下 リカマ ドJL出 土

5

土 師

小形褻

15.0 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

外面口縁～頸 ヨコナデ、胴タテハケメ

内面口縁 ヨコハケメ

下 リカマ ド颯L出 Ji

5

土 師

小形裂

152 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

外面□縁～頸 ヨコナデ、胴タテハケメ

内面口縁 ヨコハケメ

下 リカマ ドlll_出 土

17 Jl  l市

鍔 釜

21.4 茶褐色

褐色

褐色

口 縁 部

外面タテハケメ

内面 ヨコナデ

下 リカマ ドlll・ 出土

1

6

二11  自ni 194 赤褐色

茶褐色

茶褐色

口 縁 部

|

月同音卜_Li立

外面口縁タテヘラミガキ、胴ナナメヘラミガキ

内面口縁ヨコナナメヘラミガキ、胴ヘラケズリ

~ド
リ11二 li

2

6

Ji  自市 19 2 赤褐色

茶褐色

茶褐色

El 縁 音6

S

‖同部_L位

外面～内面口縁部 ヨコナデ

外而頸部ヘラオサエ、ヨコヘラミガキ

〃 胴部タテヘラミガキ

~ド
リ上|十 1i

3

6

Jl  自11 14 4 赤褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

外面頸部ヘラオサエ

内外而 ヨコナデ

~ド

リ ‖ :lJ

4

6

土  師 160 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

S

外面口縁～頸タテヘラナデ

内面口縁ナナメヘラナデ、頸 ヨコナデ

~ド

リ ‖ :IJ

5 二|二  「市 154 赤褐色

茶褐色

茶褐色

口 縁 部

外面口縁 タテヘラミがキ

内而口縁ナナメヘラナデ

] ,

」i  n市

費

164 茶褐色

茶褐色

茶褐色

口 縁 部

外而口縁部、内面頸部 ヨコヘラナデ

内而口縁部 ヨコナデ

lく

‐

り ‖ |二li

土 師

裂

160 茶褐色

茶褐色

茶褐色

口 縁 部

外面口縁部、内面頸部 ヨコヘ ラナデ

内面口縁部 ヨコナデ

|) |:lJl

6

土 師

蒙

60
60

H音 褐色

茶褐色

褐色

底

外 lFliタ ティヽケメ

内而ヘラケズリ

底部巨1転 ヘ ラケズリ

~ド

リ ‖ |二li

6

Ji  自市 茶褐色

H音 褐色

褐色

底

外面ナナメヘラナデ、底部付liヨ コナデ

内面ナナメヘラナデ

底部回転ヘ ラケズリ

~|(り
Jl二 |_

二li  l市 157 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

S

胴部_L位

内外 llllと もヨコナデ
~|(り

l[十 二|:
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遺物番号

1区1番 号

権[  り1

器  flTI

口径

底径

器高

外面色調

内而色調

胎土色調

残 存 度 成 形 ・ 調 整 の 特 徴 備 考

11 二L  A市 166 赤褐色

茶褐色

褐色

口 縁 部

内外面 ともヨコナデ 下 り[11二|二

Ji  自1' 15.6 赤褐色

赤褐色

褐色

口 縁 部

内外而 ともヨコナデ ド リ |‖ 二li

13 二L  i市 19.0 茶褐色

褐色

褐色

口 縁 部

内外面ともヨコナデ
~ド

リHl[L

6

土  師 22 0 茶褐色

褐色

褐色

口 縁 部

内外面 ともヨコナデ 下 りllll ttli

6

土 師

喪

20 4 赤褐色

茶褐色

暗褐色

口 縁 部

内外面 ともヨコナデ 下 り[li二11

6

Jュ 師

勢[

19 2 茶:掲 色

茶褐色

茶褐色

にI キ蒙音ト

内 外 llliと も ヨ コナ デ
~ド

リ出土

6

土  師 196 赤褐色

赤褐色

褐色

|コ  糸及 音

`

内外面ともヨコナデ
~|(り

IL二 |二

± 1市

ナ](

H0 赤褐色

赤褐色

茶褐色

口 縁 部

|

‖1可 iib l(ll,

外 lFli～ 内面 ヨコナデ

外面胴ヘラ ミガキ

内面 H・lヘ ラナデ

~ド
|)11l Jl

19 11 師

11く

15 0 赤褐色

赤褐色

茶褐色

にI 糸求 音

`
|

‖l・liiZ6~|ヾ 1立

外 llli□ 縁 ヨコヘ ラナデ、胴ナナメヘラナデ

内面口縁～胴 ヨコヘラナデ

下 りL11二11

1

7

Ji lilll

/1ヽ 形 蒙

156 茶褐色

茶褐色

褐色

にll蒙 部

S

胴部中位

外 lFli～ 内 lli□ 縁 ヨコナデ

外llli胴 ナナメハケメ

内 lllil同 ヨコハケメ

~ド

リ J:IJ

2

/

二11  1市

小形J(

150 茶褐色

茶褐色

褐色

口 縁

J同 書6rl l立

外面～内面□縁 ヨコナデ

外 lrli‖ 同ヘラナデ

内 lli ll alヨ コナデ

~ド

リ |‖ 二li

3 Ji 師

小形壷

赤褐色

H音 褐色

褐色

外而頸ユビナデ

″ 胴上部ヨコヘラミがキ、中位ナナメヘラミガキ

内面胴 タテナデ

~ド

リ [‖ 二11

4

7

Ji 師

高 jfN

16 4

赤褐色

赤褐色

褐色

lfi

内外面ともナナメヘラミガキ 下 り∴11二 |二

7

Ji 師

高 lf・

180

赤褐色

赤褐色

褐色

内外面 ともタテヘラナデ り 出 二ll
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遺物番号

図番号

種 別

器 種

口径

底径

器高

外面色調

内面色調

胎土色調

残 存 度 成 形 ・ 調 整 の 特 徴 1蒲 考

6

7

Jl  l市

高 lFN

赤褐色

赤褐色

褐色

外面タテヘ ラナデ

内面タテヘラナデ

~ド

リ ||:lJl

7

7

Ji  ttll

高 lfN

赤褐色

H音 褐色

褐色

脚

外面タテヘラナデ

内面輪積み痕

| )

Jl  日市

高 lfN

赤褐色

暗褐色

褐色

脚

外面タテヘラナデ

内面ヘラケズリ

下 りた[1二 |:

9

7

須 恵

魅

灰色

灰色

暗灰色

ロクロナデ

外面 Hl・ l下 位タタキロ文

中位波状文

~|(り
上L二 11

1
=L  自11

ナ不

17 0 褐色

黒色

褐色

口 縁 部

S

l同 音阿 位ヾ

外面ヨコナデ 下 り|||二 |ニ

2

8

二1二   自市

ナ
]く

13 4 茶褐色

黒色

褐色

口 紡k菩ト

∫

月同書卜
~FI立

外面 ヨコナデ

内面暗文

ドリ|:1lJl

3

8

二li  自市

ナ
]く

130 茶褐色

黒色

茶褐色

形

外面ヨコナデ

脚部ナデ

底部糸切り

ド リ |11二 |

二li  自市

よ不

174 茶褐色

黒色

茶褐色

口 縁 部

|

胴部下位

外面 ヨコナ デ |(り 「|:|二 |

5 土 師

lfN

166 茶褐色

黒色

茶褐色

El縁 部

|

胴部 中 位

外面 ヨコナデ
~|●

り |||二 |

6 J二   師
'

If・

14 0 褐色

H音 褐色

褐色

[l 糸及

S

胴部中位

内外面 ともヨコナデ
1 )

7

8

I11  1市

ナ
]く

170 褐色

H音 褐色

褐色

□ 縁 部

1

胴部下位

内外面 ともヨコナテ
~ド

リ |:|:|二 |

8

二11  自市

ナ不

180 茶褐色

黒色

茶褐色

|二l 率及音

`
S

胴部中位

外面 ヨコナデ
~ド

リ∴‖二|二

二I二  臓市

ナ
7く

138 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

S

胴部下位

内外面ともヨコナデ
~Fり

∴1lJ

土 師

lFN

120 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

∫

胴部下位

内外面 ともヨコナデ
~|ミ

リ「|:l」 i
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遺物番号

図番号

穐ll  号1

器 llrl

口径

底径

器高

外面色調

内面色調

胎土色調

残 存 度 成 形 ・ 調 整 の 特 徴 備 考

8

土 師

ナ不

128 茶褐色

暗褐色

茶褐色

lコ  糸及 音6

内外面ともヨコナデ
~Fり

た11」

8

土 師

jfN

13 4 茶褐色

黒色

茶褐色

口 縁 部

外面ヨコナデ 下り「‖二L

8

Jl  lll

l不

暗褐色

黒色

茶褐色

底

外面 ヨコナデ

底部糸切 り

下 り出二11

8

Ji  nl,

IfN

H音 褐色

茶褐色

茶褐色

底

外面 ヨコナデ

内面ユビナデ

底部ヘラナデ

~|ヾ

り [L[li

土 師

lFN

暗褐色

黒色

茶褐色

ほぼ完形

外面口縁ヨコナデ

胴下位～底ヘラケズリ

内面 H音 文

~|●

り出土

8

[li  n市

j rN

7 2

茶褐色

黒色

茶褐色

llt

外面ヨコナデ

底部外周ヘラケズリ

~ド
|)[‖ 二11

8

土 師

ィTt)ナ不

茶褐色

黒色

茶褐色

底

外面口縁 ヨコナデ

脚部 ヨコナデ

底部ヘラケズリ

~ド

リ出土

8

夕了〔 恵

ナ
1く

128 灰色

灰白色

灰色

口 縁 部

ロクロ成形内外面ともナデ
~|●

り「‖二11

8

Jl  lll

蒙

21 6 H音 褐色

茶褐色

茶褐色

口 縁 部

1

llul音 6中 位

外 lni口 縁 ョコナデ、胴タテハケメ

内面口縁 ヨコハケメ

下 りと11」

8

Ji n市

裂

24 4 暗褐色

茶褐色

茶褐色

口 縁 部

S

胴部中位

外面 llllタ テハケメ

内面 [l縁 ヨコハケメ

下 り[1lJニ

1 三L 師

塑モ

180 茶褐色

H音 褐色

H音 褐色

口 縁 部

内面 口縁 ヨ コハ ケ メ
~Fり

出土

2 Ji 師

費

23 6 茶褐色

H音 褐色

暗褐色

口 縁 部

S

月Fpl部 上 位

外面口縁 ヨコナデ、胴タテハケメ

内面口縁 ヨコハケメ

下 り出土

3

9

土 師

裂

23 4 茶褐色

褐色

茶褐色

口 縁 部

∫

胴部上位

外 lli口 縁 ヨコナデ、胴部タテハケメ

内面口縁 ヨコナデ

下 り出土

4 」i  liF

裂

褐色

褐色

褐色

1同 音6_L位

S

底

外面胴タテハケメ

内面胴タテヘ ラナデ

底部ヘ ラケズリ

り出土

―-19-―



遺物番号

図番号

flll  り1

器 種

口径

は径

器高

外面色調

内面色調

胎土色調

残 存 度 成 形 。 調 I各 の 特 徴 考

5 土 師

裂

30 0 茶褐色

H音 褐色

H音 褐色

口 縁 部

,

胴部上位

外面口縁 ヨコナデ、胴タテハケメ

1/Nl面 に1糸及ヨコハケメ、月同ハケメ

~Fり
と11」

Ji  ttll

鉢

22 6 褐色

褐色

褐色

口 縁 淵S

外面胴タテハケメ

内面胴 ヨコナデ

~lミ ‐

り |:|:|二 |:

二li  n市

羽 釜

27 6 茶褐色

褐色

褐色

I[| ふ殊 著『

内外 llliヨ コナデ ドリ「|:l二 ll

Ji lll

甕

暗褐色

H音 褐色

H音 褐色

底

外面 ヨコナデ

底部外周ヘ ラケズリ

内面底音|`ユ ビナデ

~ド
リ|||二11

須  恵 33 7 H音 灰色

H音 灰色

H音 灰色

|コ  ネ及 音6

ll縁端 ヨコナデ

頸部 ロクロナデ

田溝池lll出 J

10 夕1( 恵 30 4 H音 灰色

暗灰色

暗灰色

|コ  糸殊 音6

口縁端 ヨコナデ

頸部ロクロナテ

|‖ ilVl'也 口Ч‖||

ll 夕ri 恵 67 灰色

灰色

灰白色

口 縁 部

「 1縁 ョコナデ

rゞ辟6ロ クロョコ十デ、沈子泉24(

Lu i苗 ′也llLl lll「

須 恵

鉢

21 2 灰色

‖音灰色

灰色

口 縁 部

ロクロナテ Hl,lYl'也 μl lll

Hl,古 1也 llL‖ |Fi 恵

鉢

23 6 灰色

灰色

白灰色

にI 糸ま 音|∫

□縁外 |“ iヨ コナデ

内外面ロクロヨコナデ
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版



第 1地点

同上試掘

第 2地点

発掘状況(1)

同 L試掘



岡田西裏

桑抜根

発掘地′点全景

第 1号住居址

発掘状況12)
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